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支部長 滝沢 香 

以下のとおり、支部総会を開催いたします。 
今年も、昨年に引き続き宿泊付で開催しますので、できるだけ多くの方の現地でのご参加を

お待ちしております。 

◎日時 ２０２６年２月２０日㊎１３：００～２１日㊏１２：００ 
◎場所 ＫＫＲホテル熱海（国家公務員共済組合連合会熱海共済会館） 

住 所：〒４１３－０００５ 静岡県熱海市春日町７－３９ 
ＴＥＬ：０５５７－８５－２０００ 

 
 
 
 

●支部総会２０２６開催のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・支部長 滝沢 香 

●２０２６年度 支部長・幹事の立候補および推薦の受付 

●１１月支部学習会「サッチャー政権と新自由主義は 

イギリス社会に何をもたらしたか 」のご報告・・・・・・・ 幹事長 久保木 亮介 

●企業団体献金禁止リーフレットのご紹介 

◎費用 宿泊予定の方   ウェブ参加の方   ３０００円 
６７期以上    ２万３０００円   
６８期～７２期 １万７０００円   ※７８期は４月登録ですが、 
７３期～７６期 １万１０００円    希望がある場合、別途対応します。 
７７期   無料 
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◎内容 
１日目講演「アメリカと日本の現在～私たちの希望はどこにあるか」（仮題） 
今年の参議院選で、金権政治への批判を受けて自公政権（当時）は過半数を割りました

が、「日本人ファースト」を謳う政党が躍進し、高市政権が誕生する結果となりました。同

政権のもと、米政権の意向を汲んだ軍拡の前倒しや、台湾についての「存立危機事態」発言

を契機とした中国との関係悪化が進んでいます。このような日本と世界をとりまく深刻な

状況に自由法曹団がどのように対峙してゆくか、悩みと模索の最中にあります。 
そこで、今回の総会では、米国政治外交史の専門家として各方面で活躍されている三牧聖

子先生にご講演頂きます。 
 トランプ当選・ハリス敗北で「リベラルは終わった」のか？米国のＺ世代（９０年代半ば

～２０１０年代序盤に生まれた世代）はいま何を感じどのように行動しているのか？ ア

メリカ社会のリアルな「いま」を三牧さんにお話頂きます。 
排外的な移民政策、ガザ虐殺に走るイスラエルへの強固な支持、異を唱える大学への攻撃な

ど、トランプ政権下の米国社会では「人権」などの普遍的価値が大きく揺らいでいます。そ

の米国とどう向き合うのか、日本の政治と社会をどう変えてゆくのか。講演を受けて大いに

議論したいと思います。 
多くの団員の皆さんの参加を呼びかけます。 
 
～三牧聖子（みまき・せいこ）～ 
同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科教授。専門はアメリカ政治外交史。東京

大学教養学部卒、同大大学院総合文化研究科で博士号取得（学術）。日本学術振興会特別研

究員、早稲田大学助手、米ハーバード大学研究員、米ジョンズホプキンズ大学研究員、高崎

経済大学准教授等を経て２０２２年より現職。主な著書に『戦争違法化運動の時代－「危機

の２０年」のアメリカ国際関係思想』（名古屋大学出版会、２０１４年、アメリカ学会清水

博賞）、『Ｚ世代のアメリカ』（ＮＨＫ出版新書、２０２３年） 、共著に『自壊する欧米

―ガザ危機が問うダブルスタンダード』（集英社、２０２４年）、『アメリカの未解決問題』

（集英社、２０２５年）、共訳・解説に『リベラリズムー失われた歴史と現在』（ヘレナ・

ローゼンブラット著、青土社、２０２０年）。朝日新聞、Ｙａｈｏｏ！ＪＡＰＡＮ国際問題

コメンテーターなども務める。 
 
その他情勢討議 
（夕食懇親会） 
 
２日目 
情勢討議、各種事件・活動報告等、議案書提案、予算決算、決議採択、幹事・役員選任 
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◎申込期限 ２０２６年１月３１日 
※宿泊人数には限りがございますので、早めにお申し込み下さい。 
 
※zoom 参加者には、選挙の投票用紙を事前に郵送します。申込期限を過ぎてからの申し込

みの場合、郵便投票が間に合わなくなる可能性があります。期限までの申し込みをお願いし

ます。 
おって詳細については連絡します。多くの方のご参加をお待ちしております。 
 
 

 
２０２５年１２月２２日に開催された支部幹事会において、第５４回東京支部定期総会

における２０２６年度支部長及び幹事選出の選挙管理委員長に油原麻帆団員を、選挙管理

委員に松井真理団員を選出しました。 
２０２５年１２月２２日 幹事長 久保木 亮介 

 
選挙管理委員会では、第５４回支部総会に向けて、支部長及び支部幹事の自薦および他薦

（本人の了解必要）を募集します。来る１月１６日（金）までに、東京支部事務局宛、文書

にてご提出下さい。 
なお、幹事会としての推薦者を、１月２３日の幹事会において決定いたします。 
また、各事務所におかれては、幹事会への出席が可能な団員をご推薦いただくようお計ら

いください。 
２０２５年１２月２２日 

自由法曹団東京支部選挙管理委員会委員長 油原 麻帆 
 選挙管理委員 松井 真理 

  

２０２６年度 

支部長・幹事の立候補および推薦の受付 
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幹事長 久保木 亮介 

高市首相が尊敬する政治家としてＭ．サッチャー （７９～９０年の英国首相）を挙げてい

ることはよく知られており、首相就任後、サッチャーに絡めて高市政権の政策や動向につい

て論じる記事をよく目にします（毎日新聞１０．２１「 “鉄の女”サッチャーに憧れた高市

氏 『私なりの保守主義を体現』」等）。高市政権は積極財政派であり、経済活性化を市場原

理に任せたサッチャーとは異なるとする指摘もあります（東京新聞１２．１２「『偽サッチ

ャー』『自滅的』『時代遅れ』高市首相の経済政策を海外メディアが酷評」等）。 
そこで、この機にサッチャーや同政権に代表される 「新自由主義」政策の意義や歴史的展

開について学習し理解を含めようと考え、１１月の支部拡大幹事会での学習会のテーマと

しました。講師は久保木匡介教授（長野大学・行政学）です。 
 
講義では、新自由主義につき「戦後福祉国家や社会主義国家を批判する理論として誕生

し、運動としては資本家階級の政治権力の回復を目的として展開されたもの」「『小さな政

府』等を掲げながら、福祉国家型の規制、社会保障や公的サービスに代わる国家介入の形態

を構築するもの」と定義しました。 
続いて、新自由主義の歴史的な展開につき、①国営企業、社会保障や労働組合などの破

壊・解体の時期、②新自由主義に適合する国家の介入、公共サービスの構築を進める時期

（再構築の段階）、③２００８年の世界不況以降の各国の 「緊縮政策」と新自由主義に基づ

く政策 ・統治の強化の段階 （２つの段階の『揺り戻し』と深化）、と整理しました。新自由

主義にも歴史・段階があり、新自由主義＝国家不介入という単純なものではないという点が

大事だと思います（報告者私見）。 
以上の整理を踏まえ、３次にわたるサッチャー政権下での政策展開、さらに新自由主義的

な理念と政策はブレアなど労働党政権にも共有されていった経緯を振り返りました。 
さらに、講師の専門である教育行政につき、サッチャー政権以降の 「改革」によってイギ

リスの公教育がどう変質したかの紹介がありました。詳細はレジュメと講義に譲りますが、

国による学校教育内容の統制 ・強化が行われ、学校の経営責任が自治体から校長と理事会に

移され、公立学校入学は親の選択に基づくようになり（学校選択制）、義務教育の過程で複

数回の全国学力テストが行われその結果が公開され学校が格付けされ低い格付けを受ける

と廃校か民営化を迫られること、校長の自死事件も発生していること、学校間の競争が激化

する中で貧困層 ・移民 ・特別な支援を要する子ども達が置き去りにされていること等、リア

ルな実態が語られました。政府主導の学校の公設民営化に対し、地域によっては反対運動が

起こり全国組織も結成されていることも紹介されました。  

１１月支部学習会「サッチャー政権と新自由主義は 

イギリス社会に何をもたらしたか 」のご報告 



 

5 

 
続いて、講義は日本における新自由主義の展開について進みました。①小泉政権のもとで 

２０００年代初頭に郵政民営化、自治体公共サービスへの民間事業者の参入、保育民営化、

指定管理者制度の導入、市町村合併が行われたこと、自治体職員が９４年の３２３万人から

１４年には２７５万人まで減ったことが振り返られました。②第二次安倍政権の下で、国家

戦略特区の推進、公共施設再編や公的不動産を活用し民間事業者の投資先の開拓が推進さ

れたこと（ローカル・アベノミクス）、③これらの結果、住民に身近な自治体サービスが後

退していること、小規模自治体の消滅により住民自治・身近な政治がはく奪されてきたこと

が指摘されました。 
講義の最後では、杉並区の岸本区政を例に引きつつ、新自由主義に地域から対抗し、身近

な政治を取り戻すことの重要性が強調されました。 
高市首相は 「アベノミクス」を継承・発展させると謳っていますが（サナエノミクス）、

その安倍政権の新自由主義的政策が国民・住民に何をもたらしたかを正確に把握すること

が、現政権の批判を展開してゆくための基礎として重要であると思いました（報告者私見）。 

 

支部の企画ではありましたが、改憲ＭＬ等でも宣伝し、北海道（佐藤博文先生）から大阪

（前団長・岩田先生）まで、多数の参加を頂きました。時宜に適した企画になったと思いま

す。参加された皆さん、お疲れさまでした！ 
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「政治とカネ」ＰＴ作成のリーフを掲載いたします。 
データはメーリスにも流れておりますのでぜひご活用ください。 
オンライン署名も継続中です。スマホのカメラから QR コードを読み取っていただき、

サイト上でお名前、メールアドレス、郵便番号、居住地（市区町村）をご入力いただくだ

けで署名に賛同できますので、ぜひご協力ください。 
 
 

 
  

企業団体献金禁止リーフレットのご紹介 
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